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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・リハビリテーションプログラムについて

　5/1（火）より集会所（体育館）を使用してのリハビリテーションプログラムを開始しています。

　従来通り、9:00より東病棟診察室にてミーティングを行います。進行表の保管場所は東Bステーションとなります。西倉庫物品を、器具類を設置してあるスペースに置いていますので、怪我・事故のないよう注意して実施していきましょう。
・欠席者部署懇談会について

　5/17（木）18：30よりグランドサンピア2階「白波の間」にて実施予定となります。

・リハビリテーションプログラム総括について

　参加状況の記載だけでなく、今後の支援方法についても記載していきましょう。

・勤務制限の更新について、今後は、半年更新となりますので周知お願いします。

・目標面接を順次行っていきます。委員会が決まり次第、追加で目標設定をして下さい。詳しい日程が決まり次第お知らせ致します。

・スタッフに余裕がある際は、患者様へ参加を募り、夕方に散歩に行くなど気分転換できるよう取り入れていきましょう。

・5/8（火）から実習生が入ります。五日市規様・平勝利様に実習生が付く予定となりますので、本人・御家族様へ了承を得ていきましょう。

・今後の方向性について、症例検討会や地域復帰支援検討会を実施して行く患者様をピックアップしています。今後の方向性についての患者様一覧表は三浦Ｎｓが修正します。

　今後の方向性を明確にしていき、退院に向けて看護展開が出来るように各受け持ちスタッフはケアプラン立案していきましょう。又、PSWと連携し計画的に進めていきましょう。

・暑くなってきた為、患者様へ水分補給を促脱水防止していきましょう。

＜皮膚科診察＞

同内容で処置していきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　禮子様～鼻水・くしゃみの症状改善した事を安ヶ平Drへ情報提供しています。本日夕でPL（総合感冒剤）飲みきり止めとなります。本日、頭痛の訴え聞かれている為、様子観察をしていきましょう。

・木村　梅子様～5/3（木）10：00～5/5（土）15：30まで外泊申請あり、許可頂いています。外泊前後の様子を観察していきましょう。

・倉橋　生子様～花見行事に参加したくないと話す事あり、理由を問うと「お金がない」と話されています。御家族様へ連絡を取り、花見行事分の金銭について依頼していきましょう。

＜注目患者様ＮＣＰ評価＞

・上村　みわ様～眠気訴えあり、余暇時臥床傾向見られています。下肢の違和感や幻聴に左右された言動なく経過されています。引き続き、所在確認・睡眠状況の観察をしていきましょう。

· 津嶋　イチ子様～表情の硬さや服薬時に空笑見られています。3/28よりリントン（精神神経

　　　　用剤）（0.75）と減薬し経過観察していましたが、4/26の日勤より妄想・幻聴に左右された発言が聞かれるようになり徐々に精神症状悪化により5/2の定期薬よりリントン（精神神経用剤）（1.5）へ増薬となっています。引き続き、所在確認・精神症状の観察をしていきましょう。（以前、病状悪化時に叫びだす事あったと情報の為、）療養環境の変更も視野に入れて様子観察をしていきましょう。

・五日市　規様～表情の硬さ・空笑・独語が見られています。デイケア体験利用について、日程等検討していきます。

・稲垣　恵利子様～本日、幻聴に左右された言動なく経過されています。4/29（火）準夜帯にて「弟の声で荷物が届いているから取りに来い」と幻聴があった事をスタッフへ伝える事が出来ています。引き続き、幻聴の有無・所在確認をしていきましょう。

＜田名部Ｄｒケース検討・診察＞

・倉橋　生子様～特定患者様へ指示的発言聞かれている事や肛門部からの出血見られている事を情報提供しています。

診察：本人より「イライラ感ない」と話されています。肛門部からの出血継続の為、ネリコルト軟膏1日1本／7日分　処方となっています。就床前に塗布していきましょう。引き続き、気分安定をはかれるように関わっていきましょう。
・林　田鶴子様～独語は聞かれるも、以前よりは減少している事を情報提供しています。

診察：本人より「熊谷さんと会話をしている」と話されています。体感幻覚の発言は聞かれていません。

・菊地　明子様～4/23（月）兄様面会後、状態崩す事なく経過している事や特定患者様だけでなく他患者様とのが交流も持つことが出来ている事を情報提供しています。

診察：本人より、「一週間は状態落ちついている。ただ、朝・夕になるとわびしくなるというか、孤独感を感じる事がありました」と話されています。切迫した様子はなく、青山荘入所後の事を考えると、緊張や不安はあるとの事です。

